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要        約 

令和 5 年 10 月 11 日に開催された第 1 回資源管理方針に関する検討会（ブリ）での議論

を経て、水産庁より依頼された“リッカー型再生産曲線の特徴を踏まえた加入量が最大とな

る親魚量を目標とした将来予測とリスク評価の実施”について検討した。 

ブリに適用されているリッカー（RI）型再生産曲線において、加入量が最大となる親魚量

（SBRmax）は 17.9 万トンであった。この親魚量を実現する漁獲圧 FSBRmax（Fmsy の 1.14 倍）

の下での漁獲量は 12.6 万トンとなった。FSBRmaxによる漁獲管理規則案に基づいた将来予測

を行った。その結果、管理開始 10 年後（2034 年）の親魚量は β = 0.95 の時に 82%の確率で

SBRmaxを上回り、β = 0.85 の時に 67%の確率で SBmsy を上回ると予測された。 

β が 0.8 のときの将来予測による 2024 年の漁獲量は、Fmsyに基づく基本的漁獲管理規則案

で 7.2 万トン、FSBRmax に基づく漁獲管理規則案で 8.0 万トンであった。また、β が 0.95 のと

きの将来予測による 2024 年の漁獲量は、Fmsyに基づく基本的漁獲管理規則案で 8.3 万トン、

FSBRmax に基づく漁獲管理規則案で 9.1 万トンであった。リスク評価の結果、Fmsy に基づく基

本的漁獲管理規則案を用いた場合と FSBRmaxに基づく漁獲管理規則案を用いた場合のいずれ

においても 10 年間に親魚量が一度でも限界管理基準値案または禁漁水準案を下回る確率、

および漁獲量が半減する確率は 0%であり、両者で資源管理上のリスクは変わらないと判断

された。 
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はじめに 

水産庁からの依頼への対応として、以下の項目について検討した。 

 
  

ブリに適用されている RI 型再生産曲線で加入量が最大となる親魚量 SBRmax を目標と

した時に、それを達成する漁獲圧 FSBRmax による漁獲管理規則案に基づく将来予測を実

施する。将来予測におけるシナリオは以下のとおりとなる。 

 

S1：SBRmaxを目標とした漁獲管理規則案（漁獲圧は FSBRmaxを基準とする） 

 

なお、この漁獲管理規則案のパフォーマンスの比較対象として、令和 3 年度研究機関会

議報告書（古川ほか 2022a）で公表済みの Fmsy に基づく基本的漁獲管理規則案（目標は

SBmsy、漁獲圧は Fmsyを基準とする）を利用し、S0（ベースケース）とした。また、上記

の漁獲管理規則案で用いる SBlimit と SBban は令和 3 年度研究機関会議報告書で提案した

値を一律に適用した。 
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(1) 背景 
令和 3 年 12 月 8 日に開催された研究機関会議において、ブリは全年齢（0～3 歳以上）の

漁獲量最大化（MSY）を目標とした時の親魚量（SBmsy：22.2 万トン）を目標管理基準値と

する提案がされた。（古川ほか 2022a、図 1 および 2）。令和 5 年 10 月 11 日に開催されたブ

リの第 1 回資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）において、現在の目標管

理基準値案はブリに適用されているリッカー（RI）型再生産曲線において加入量が最大とな

る親魚量を上回っていることから、加入量が最大となる親魚量を目標とすることについて

議論があった（資源管理部管理調整課 2023）。この議論を踏まえ、RI 型再生産曲線におけ

る加入量が最大となる親魚量を目標とした場合の将来予測の試算を水産庁より依頼された

（巻末資料）。本稿では、令和 3 年度に管理基準値案を求めた際に得られた RI 型の再生産

関係を基に、加入量が最大となる親魚量を求め、この時の親魚量を目標とする漁獲管理規則

案での将来予測を行った。 

 

(2) 方法 
本種の令和 3 年度資源解析結果（古川ほか 2022b）に基づいて令和 3 年 12 月の研究機関

会議で提案された RI 型の再生産関係式（古川ほか 2022a）において、加入量が最大となる

ときの親魚量を求めた。具体的には、現状の漁獲圧（F2023）に乗じる調整値を 1%間隔で探

索した。この加入量を最大にする親魚量を達成することが期待される漁獲圧 FSBRmaxを用い

た漁獲管理規則案（S1）による将来予測を、本種の令和 5 年度資源解析結果（倉島ほか 2024）

を用いて実施した。この将来予測で得られる将来の親魚量や漁獲量の動向について令和 3 年

度研究機関会議報告書（古川ほか 2022a）で提案した漁獲管理規則案（S0；ベースケース）

と比較した。S0 および S1 のいずれの場合も、将来予測で仮定した年齢別平均体重および選

択率は令和 5 年度資源評価（倉島ほか、2024）で使用したものを用いた。なお、漁獲管理規

則案で用いる SBmsy、SBlimitおよび SBbanは令和 3 年度研究機関会議報告書（古川ほか 2022a）

で提案した値に基づく。また、漁獲量に関するパフォーマンス指標として、平均年変動（AAV: 

annual average variation）、平均減少率（ADR: average depletion ratio）、最大減少率（MDR: 

maximum depletion ratio）、最低漁獲量（MinC: minimum catch）も計算した。 

 

(3) 結果 

令和 3 年度に管理基準値案を求めた際に得られた RI 型の再生産関係における加入量が最

大となる親魚量は 17.9 万トンであった（図 1、2 および表 1）。この時の全年齢の平均漁獲量

は 12.6 万トンで、それを達成する時の漁獲係数（FRmax）は 0.88 であった。2022 年の親魚量

および漁獲係数は、それぞれ SBRmaxおよび FSBRmaxを上回った（図 3）。過去に親魚量が SBRmax

を上回った年は 2017 年、漁獲係数が FSBRmax を下回った年は 2016 年と 2021 年であった。

また、FSBRmax は令和 5 年度資源評価時の現状の漁獲圧（F2023）の 0.93 倍、Fmsy の 1.14 倍

であった。 

SBRmaxを目標とする親魚量とし、FSBRmax による漁獲管理規則案（S1；図 4）を適用した将

来予測を行った結果（図 5、6）、10 年後（2034 年）の親魚量が SBRmax を上回る確率は、調

整係数 β が 0.95 以下の時に 50％以上と予測された（表 2）。なお、10 年後に SBRmax を上回
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る確率がちょうど 50%になる β は 0.996 である。一方で、10 年後の親魚量が SBmsyを上回る

確率は β が 0.85 以下の時に 50%以上と予測され、β が 1.0 の時には 2%であった。なお、現

状の漁獲圧（F2023）による漁獲を続けた場合に 10 年後の親魚量が SBRmax を上回る確率お

よび SBmsyを上回る確率はいずれも 0%であった。 

加入量が最大となる親魚量を目標とする漁獲管理規則案（β = 0.70~1.00）の下でのパフォ

ーマンス評価を行った結果（表 4）、10 年間に親魚量が一度でも限界管理基準値案または禁

漁水準案を下回る確率、および漁獲量が半減する確率は、いずれのシナリオにおいても 0%

であった。β が 0.80 の時の管理開始 1 年目（2024 年）の平均漁獲量は、ベースケースの 7.2

万トンに対して 8.0 万トンであった。一方で、管理開始 2～5 年目（2025～2028 年）の平均

漁獲量は、ベースケースの 11.1 万トンに対して 11.3 万トン、管理開始 6～10 年目（2029～

2033 年）の平均漁獲量ベースケースの 12.4 万トンに対して 12.9 万トンであった。管理開始

5 年後の平均親魚量はベースケースの 29.9 万トンに対して 25.0 万トン、10 年後の平均親魚

量はベースケースの 28.5 万トンに対して 25.1 万トンであった。管理期間の 10 年間に予測

される漁獲量変動の指標である平均年変動はベースケース（11.2%）を下回る 9.3%、平均減

少率はベースケース（11.8%）を下回る 10.1%、最大減少率はベースケース（31.4%）を下回

る 24.0%、最低漁獲量はベースケース（7.2 万トン）を上回る 8.0 万トンであった。β が 0.95

の時の管理開始 1 年目の平均漁獲量は、ベースケースの 8.3 万トンに対して 9.1 万トンであ

った。一方で、管理開始 2～5 年目の平均漁獲量は、ベースケースの 11.3 万トンと同値、管

理開始 6～10 年目の平均漁獲量ベースケースの 12.9 万トンに対して 12.7 万トンであった。

管理開始 5 年後の平均親魚量はベースケースの 23.4 万トンに対して 18.7 万トン、10 年後の

平均親魚量はベースケースの 23.9 万トンに対して 19.7 万トンであった。管理期間の 10 年

間に予測される漁獲量変動の指標である平均年変動はベースケース（8.7%）を下回る 6.6%、

平均減少率はベースケース（9.5%）を下回る 6.8%、最大減少率はベースケース（21.5%）を

下回る 13.6%、最低漁獲量はベースケース（8.3 万トン）を上回る 9.1 万トンであった。 
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図 1. 令和 3 年度研究機関会議で提示されたブリに適用されている RI 型再生産曲線（古川

ほか 2022a） 

 

 

図 2. 平衡状態における平均親魚量と年齢別平均漁獲量に対する、各管理基準値案ならび

にブリに適用されている RI 型再生産曲線で加入量が最大になる親魚量（SBRmax、橙破

線）の関係（漁獲量曲線） 
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図 3. 神戸プロット 

橙破線は、SBmsy と Fmsy に対する、ブリに適用されている RI 型再生産曲線で加入が最

大となる親魚量（SBRmax）および漁獲圧（FSBRmax）の比をそれぞれ示し、FSBRmax は SBRmax

を実現する漁獲係数を示す。  
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a) 

 

 

b) 

 

 

図 4. SBRmax を目標（橙破線）とした FSBRmax による漁獲管理規則案（β = 0.8 の場合）（a）

縦軸を漁獲圧にした場合（b）縦軸を漁獲量にした場合 
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図 5. SBRmax を目標とした漁獲管理規則案（S1；β=0.8）に基づく将来予測（赤色）と現状

の漁獲圧（F2023）で漁獲を続けた場合の将来予測（青色）の比較 

太実線は平均値、網かけはシミュ ーション結果の 90%が含まれる 90%予測区間、細

線は 3 通りの将来予測の例示である。親魚量の図の緑破線は SBRmax、黄一点鎖線は限

界管理基準値案、赤点線は禁漁水準案を示す。漁獲割合の図の破線は URmaxを示す。2023

年の漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2024 年以降の漁獲は漁

獲管理規則案（図 4）に従うものとした。現状の漁獲圧でのモジャコ採捕尾数の将来予

測では、直近 10 年間の採捕計画尾数の平均値をモジャコ採捕尾数の上限とした。 
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図 6. SBRmax を目標とした漁獲管理規則案（S1；β=0.95）に基づく将来予測（赤色）と現状

の漁獲圧（F2023）で漁獲を続けた場合の将来予測（青色）の比較 

太実線は平均値、網かけはシミュ ーション結果の 90%が含まれる 90%予測区間、細

線は 3 通りの将来予測の例示である。親魚量の図の緑破線は SBRmax、黄一点鎖線は限

界管理基準値案、赤点線は禁漁水準案を示す。漁獲割合の図の破線は URmaxを示す。2023

年の漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2024 年以降の漁獲は漁

獲管理規則案（図 4）に従うものとした。現状の漁獲圧でのモジャコ採捕尾数の将来予

測では、直近 10 年間の採捕計画尾数の平均値をモジャコ採捕尾数の上限とした。 
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表 1. 目標とする親魚量別の平均漁獲量、漁獲割合、年齢別 F、SB/SB0、%SPR の関係 

 

目標 
親魚量 

（万トン） 
漁獲量 

（万トン） 
漁獲割合 F0 F0.5 F1 F2 F3+ SB/SB0 %SPR 

SBmsy 22.2 13.0 31% 0.11 0.51 0.54 0.39 0.39 0.38 13% 

SBRmax 17.9 12.6 35% 0.13 0.59 0.61 0.45 0.45 0.30 10% 

F0：モジャコの漁獲係数、F0.5：0 歳（後期）魚の漁獲係数、F1：1 歳魚の漁獲係数 

F2：2 歳魚の漁獲係数、F3+：3 歳以上魚の漁獲係数 
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表 4.  SBmsy（S0）または SBRmax（S1）を目標とした漁獲管理規則案のパフォーマンス評価 

 

 

※AAV（annual average variation）は漁獲量の増減を考慮した変動の大きさを表す指標。ADR（average depletion ratio）と MDR（maximum depletion ratio）は前

年と比べて漁獲量が減少した場合のみに注目した指標であり、管理期間中に漁獲量が減少した場合、その減少率の平均を取ったものが ADR、最大値を取っ

たものが MDR である。MinC（minimum catch）は期間中の最低漁獲量である。 

 

1年目
2～5年目
平均

6～10年目
平均

5年後 10年後

2024年
2025～

2028年
2029～

2033年
2029年 2034年

S0 1.00 8.6 11.4 12.9 21.5 22.3 48% - 0.0% 0.0% 0.0% 7.9% 8.5% 18.4% 8.6

S0 0.95 8.3 11.3 12.9 23.4 23.9 75% - 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 9.5% 21.5% 8.3

S0 0.90 7.9 11.3 12.8 25.5 25.4 92% - 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 10.3% 24.7% 7.9

S0 0.85 7.6 11.2 12.7 27.6 27.0 97% - 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 11.1% 28.0% 7.6

S0 0.80 7.2 11.1 12.4 29.9 28.5 100% - 0.0% 0.0% 0.0% 11.2% 11.8% 31.4% 7.2

S0 0.75 6.9 10.9 12.1 32.3 30.1 100% - 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 12.5% 34.9% 6.9

S0 0.70 6.5 10.7 11.7 34.8 31.6 100% - 0.0% 0.0% 0.0% 12.9% 13.0% 38.5% 6.5

S1 1.00 9.5 11.2 12.4 16.9 17.9 2% 47% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8% 5.6% 10.7% 9.4

S1 0.95 9.1 11.3 12.7 18.7 19.7 11% 82% 0.0% 0.0% 0.0% 6.6% 6.8% 13.6% 9.1

S1 0.90 8.8 11.3 12.9 20.6 21.5 34% 96% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 8.0% 16.9% 8.8

S1 0.85 8.4 11.4 12.9 22.7 23.3 67% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 8.4% 9.1% 20.4% 8.4

S1 0.80 8.0 11.3 12.9 25.0 25.1 90% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 9.3% 10.1% 24.0% 8.0

S1 0.75 7.6 11.2 12.7 27.4 26.9 97% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 11.0% 27.7% 7.6

S1 0.70 7.2 11.1 12.4 30.0 28.6 100% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.2% 11.9% 31.6% 7.2

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク
（10年間に1度でも起きる確率）シ

ナ
リ
オ

β

管理期間10年間（2024～2033年）で
予測される漁獲量の変動

10年後に親

魚量がSBmsy

を上回る確率

親魚量が限
界管理基準
値案を下回る

親魚量が禁
漁水準案を
下回る

漁獲量が
半減する

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※

10年後に親

魚量がSBRmax

を上回る確率

目標達成確率（%）
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別紙（水産庁からの検討依頼文書） 

 

ブリの資源評価に関する検討の依頼 

 

 令和 5 年 10 月 11 日に開催された、第 1 回資源管理方針に関する検討会（ブリ）におい

て、論点となった以下の事項について、貴機構等による共同実施機関の見解についての資料

の作成と水産庁主催会議における説明等の対応をお願いいたします。 

   

１．リッカー型の再生産曲線の特徴を踏まえて、加入量が最大となる親魚量を目標とした

将来予測の実施とリスク評価を示していただきたい。 

 

以  上 


